
「超高齢社会において地域医療の中心軸となる
  地域包括ケア病棟の躍進と新たな経営を探る」
～２０２０年診療報酬改定が及ぼす地域包括ケア病棟のインパクトと地域連携の新たな展開とは～
　2014年に創設された地域包括ケア病棟は、順調に増加し、全国に2,562か所（87,100床）設置されている。その
ような中、2020年診療報酬改定の答申が行われ、400床以上の急性期病院の地域包括ケア病棟の新設が禁止、さらに
400床以上の急性期病院で設置している地域包括ケア病棟への転棟に規制（減算）が示され、また、地域包括ケア病棟
が本来担う在宅支援の観点からサブアキュート患者の受け入れ強化のための要件の見直しも行われた。
　そこで、「Ｖisionと戦略」4月号特集では、今後、超高齢社会の中心軸として期待される地域包括ケア病棟を取り上
げ、2020年診療報酬改定の影響分析から、今後のあるべき姿や経営戦略について、厚生労働省をはじめ、団体の長、
医療経営コンサルタント、病院経営者にお話を伺い、その内容をとりまとめたので報告する。

急性期一般入院基本料１の削減へ
地域包括ケア病棟の本来機能を強化

Part 1
『Visionと戦略』編集部

地域包括ケア病棟の歪みを修正する
「それぞれあり方を考えてほしい」

Part 2

地域包括ケア病棟を有する病院は
ご当地ニーズに合わせて役割を変えよ

Part 3

４００床以上の病院が減床の可能性?
地域包括ケア病棟新設の動きが出る!?

Part 4

厚生労働省　保険局医療課長

森光　敬子 氏
地域包括ケア病棟協会　会長

芳珠記念病院　理事長

仲井　培雄 氏

ＡＳＫ梓診療報酬研究所　所長

中林　梓 氏

重症度、医療・看護必要度の見直しで
急性期の連携先として重要性増す

Part 5 株式会社MMオフィス　代表

工藤　高 氏

日本最大の地域包括ケア病棟１２８床
周囲の特定機能病院と住み分け図る

Part 6 医療法人笠寺病院　理事長

春日井　貴雄 氏
医療法人笠寺病院　事務長

鈴木　学  氏
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Part 1
「超高齢社会において地域医療の中心軸となる
　地域包括ケア病棟の躍進と新たな経営を探る」

　

い
つ
も
な
ら
幸
野
委
員
の
主
張

に
真
っ
先
に
反
発
す
る
２
号
側（
診

療
側
）
の
松
本
吉
郎
委
員
（
日
本

医
師
会
常
任
理
事
）
は
「
今
日
は

報
告
の
場
な
の
で
、
大
人
の
対
応

と
し
て
反
論
し
な
い
」
と
述
べ
る

に
と
ど
ま
っ
た
。

　

実
態
調
査
を
受
け
て
、
12
月
６

日
の
中
医
協
総
会
で
、
厚
生
労
働

省
保
険
局
の
森
光
敬
子
医
療
課
長

は
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
に
つ
い
て

①
自
院
か
ら
の
転
棟
割
合
に
一
定

の
制
限
を
設
け
て
は
ど
う
か
②
許

可
病
床
数
が
大
き
い
医
療
機
関
が

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
を
届
け
出
る

場
合
、
地
域
の
意
見
を
求
め
る
こ

と
を
要
件
に
す
る
こ
と
は
ど
う
か

―
な
ど
を
提
案
し
た
。

　

こ
の
日
は
、松
本
吉
郎
委
員（
日

本
医
師
会
常
任
理
事
）
が
、
幸
野

委
員
へ
の
反
論
は
口
に
せ
ず
、
自

院
か
ら
の
転
棟
割
合
へ
の
制
限
に

つ
い
て「
２
０
０
床
以
上
で
は
な

く
、
ま
ず
４
０
０
床
以
上
に
す
べ

き
だ
」
と
提
言
し
た
。

　
「
調
査
結
果
で
は
２
０
０
床
前

　

昨
年
11
月
６
日
、
中
央
社
会
保

険
医
療
協
議
会
・
診
療
報
酬
基
本

問
題
小
委
員
会
で
、
入
院
医
療

等
の
調
査
・
評
価
分
科
会
の
尾
形

裕
也
分
科
会
長（
九
州
大
学
名
誉

教
授
）
が
、
２
０
１
８
年
度
と

２
０
１
９
年
度
の
入
院
医
療
等
の

実
態
調
査
を
報
告
し
た
直
後
だ
っ

た
。

 　
「
あ
然
と
し
た
…
…
」

　

１
号
側（
支
払
側
）
の
幸
野
庄

司
委
員（
健
康
保
険
組
合
連
合
会

理
事
）
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

入
院
料
・
入
院
医
療
管
理
料
を
め

ぐ
る
実
態
に
、
そ
う
言
い
放
っ
た
。

　

２
０
１
４
年
度
に
地
域
包
括
ケ

ア
病
棟
が
創
設
さ
れ
た
と
き
、
厚

生
労
働
省
は
「
地
域
包
括
ケ
ア
病

棟
入
院
料
は
、
急
性
期
医
療
を
経

過
し
た
患
者
及
び
在
宅
に
お
い
て

療
養
を
行
っ
て
い
る
患
者
等
の
受

け
入
れ
並
び
に
患
者
の
在
宅
復
帰

支
援
等
を
行
う
機
能
を
有
し
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
支
え

る
」
と
定
義
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

現
状
は
、
自
院
の
急
性
期
か
ら
の

単
な
る
受
け
皿
と
し
て
、
リ
ハ
ビ

リ
や
在
宅
復
帰
支
援
が
十
分
に
行

え
て
い
な
い
医
療
機
関
も
多
く
存

在
す
る
。
そ
の
よ
う
な
地
ケ
ア
の

存
在
意
義
を
ど
う
捉
え
る
の
か
。

　

幸
野
委
員
は
「
地
域
包
括
ケ
ア

病
棟
入
院
料
・
入
院
医
療
管
理
料

に
は
前
回
改
定
で
比
較
的
高
い
点

数
が
つ
い
た
が
、
実
績
要
件
が
病

棟
の
機
能
を
評
価
す
る
上
で
妥
当

か
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
を
抱
え
て
い
る
」
と
指
摘
し
、

ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
型
病
院
で
の
地
域

包
括
ケ
ア
病
棟
の
運
用
方
法
を
批

判
し
た
。

　
「
自
院
か
ら
の
転
棟
患
者
が
多

い
病
院
は
３
つ
の
役
割（
サ
ブ
ア

キ
ュ
ー
ト
、
ポ
ス
ト
ア
キ
ュ
ー
ト
、

在
宅
復
帰
支
援
）
を
果
た
し
て
い

な
い
ば
か
り
か
、
患
者
の
状
態
に

か
か
わ
ら
ず
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
／
Ｐ
Ｄ
Ｐ

Ｓ
に
よ
る
点
数
が
地
域
包
括
ケ
ア

病
棟
入
院
料
を
下
回
る
タ
イ
ミ
ン

グ
に
、
転
棟
時
期
が
偏
っ
て
い
る
。

Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象
病
棟
と
し
て
も
問
題

だ
」

期
一
般
入
院
基
本
料
１
を
減
ら
す

こ
と
だ
。
Ｍ
Ｍ
オ
フ
ィ
ス
の
工
藤

高
社
長
は
「
３
９
９
床
に
削
減
す

る
病
院
が
増
え
れ
ば
、
厚
労
省
の

思
惑
通
り
だ
ろ
う
」
と
推
察
す

る
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
①
同
一
保
険
医

療
機
関
内
の 

Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象
病
棟

か
ら
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
に
転
棟

し
た
場
合
は
、
診
断
群
分
類
点 

数
表
に
定
め
ら
れ
た
入
院
日
Ⅱ
ま

で
の
間
、
診
断
群
分
類
点
数
表
に

従
っ
て
算
定
す
る
②
疾
患
別
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に
つ
い

て
、
患
者
の
入
棟
時
に
測
定
し
た

Ａ
Ｄ
Ｌ
ス
コ
ア
の
結
果
等
を
参
考

に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要

性
を
判
断
す
る
こ
と
を
要
件
と
す

る
③
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料

の
施
設
基
準
に
お
い
て
、
入
退
院

支
援
及
び
地
域
連
携
業
務
を
担
う

部
門
の
設
置
を
要
件
と
す
る
―
―

な
ど
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。

　

だ
が
、
本
来
機
能
が
強
化
さ
れ

た
だ
け
だ
。
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

協
会
の
仲
井
培
雄
会
長
は
「
地
域

包
括
ケ
ア
病
棟
を
有
す
る
病
院

は
、
ご
当
地
ご
と
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
役
割
を
変
え
よ
」
と
述
べ

て
い
る
。

（
文
／
編
集
部
）

後
で
転
棟
割
合
が
大
き
く
異
な
っ

て
い
る
が
、
い
き
な
り
広
範
囲

に
制
限
を
か
け
る
と
現
場
が
混
乱

す
る
。
４
０
０
床
以
上
へ
の
制
限

で
地
ケ
ア
病
棟
の
在
り
方
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
出
せ
ば
、
２
０
０
床
以

上
の
地
ケ
ア
病
棟
に
対
し
て
事
実

上
の
抑
止
力
が
働
く
」

　

こ
の
提
言
が
採
用
さ
れ
た
の
か

ど
う
か
は
と
も
か
く
、
４
０
０
床

以
上
の
病
院
に
設
置
す
る
地
域
包

括
ケ
ア
病
棟
に
つ
い
て
、
同
一
医

療
機
関
の
一
般
病
棟
か
ら
の
転
棟

患
者
割
合
に
６
割
と
い
う
上
限
を

設
け
、
６
割
以
上
と
な
っ
た
場
合
、

当
該
病
棟
で
算
定
す
る
地
域
包
括

ケ
ア
病
棟
入
院
料
が
90
％
に
減
算

さ
れ
る
。
さ
ら
に
４
０
０
床
以
上

の
病
院
は
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の

新
設
が
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

　

見
直
し
を
受
け
て
、
４
０
０
床

以
上
で
病
床
稼
働
率
が
低
い
病
院

の
な
か
に
は
、
３
９
９
床
に
削
減

し
て
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
に
転
換

す
る
ケ
ー
ス
が
相
次
ぐ
か
も
し
れ

な
い
。
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
の

対
応
策
に
見
え
な
い
こ
と
も
な
い

が
、
今
回
の
診
療
報
酬
改
定
の
基

本
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
地
域
医
療
構

想
に
寄
り
添
い
、
後
押
し
す
る
」

で
あ
る
。
平
た
く
言
え
ば
、
急
性

急
性
期
一
般
入
院
基
本
料
１
の
削
減
へ

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
本
来
機
能
を
強
化
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Part 2
「超高齢社会において地域医療の中心軸となる
　地域包括ケア病棟の躍進と新たな経営を探る」

「超高齢社会の地域医療の中心軸としての
　地域包括ケア病棟の躍進と新たな経営を探る」

え
て
い
ま
す
。

■
タ
ス
ク
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
／
タ

ス
ク
・
シ
フ
テ
ィ
ン
グ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
利
活
用
に
つ
い
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

森
光　

タ
ス
ク
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

／
タ
ス
ク
・
シ
フ
テ
ィ
ン
グ
で
は
、

例
え
ば
看
護
補
助
者
の
給
与
水
準

を
上
げ
て
き
ま
し
た
が
、
他
の
職

業
に
比
べ
て
ま
だ
低
い
の
で
、
確

保
が
難
し
い
と
い
う
現
状
を
踏
ま

え
て
、
急
性
期
看
護
補
助
体
制
加

算
の
点
数
を
引
き
上
げ
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
に
つ
い
て

は
、
い
ろ
い
ろ
な
所
で
い
ろ
い
ろ

な
言
い
方
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
で
移
動
時
間
を
削
減

す
る
な
ど
仕
事
が
楽
に
な
る
こ
と

を
し
っ
か
り
と
考
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
隠
れ
た
テ
ー

マ
で
し
た
。
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、

外
来
栄
養
食
事
指
導
、
診
療
記
録

な
ど
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
進
む
よ

う
に
改
定
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
今
回
改
定
の
「
基
本
的

視
点
と
具
体
的
方
向
性
」
に
示
さ

れ
た
「
治
療
と
仕
事
の
両
立
に
資

す
る
取
組
等
の
推
進
」
に
つ
い

て
、
平
成
30
年
度
改
定
で
新
設
さ

れ
た
療
養
・
就
労
両
立
支
援
指
導

療
の
実
現
」「
医
療
機
能
の
分
化
・

強
化
、
連
携
と
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
推
進
」「
効
率
化
・
適

正
化
を
通
じ
た
制
度
の
安
定
性
・ 

持
続
可
能
性
の
向
上
」
を
固
め
ま

し
た
。

■
働
き
方
改
革
は
ど
の
よ
う
に
点

数
に
反
映
さ
れ
た
の
で
す
か
。

森
光　

消
費
税
財
源
に
よ
る
プ
ラ

ス
０
・
08
％
分
は
基
本
的
に
地
域

医
療
体
制
確
保
加
算
（
５
２
０
点
）

に
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。
算
定
要

件
に
①
救
急
車
や
救
急
医
療
用
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
搬
送
件
数
が

年
間
２
０
０
０
件
以
上
②
「
病
院

勤
務
医
の
負
担
の
軽
減
及
び
処
遇

の
改
善
に
資
す
る
計
画
」
の
作
成

―
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
中
で

医
療
の
量
は
減
ら
せ
な
い
の
で
、

私
は
、
病
院
が
医
療
を
提
供
す
る

コ
ス
ト
と
し
て
診
療
報
酬
で
手
当

て
す
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

診
療
報
酬
で
は
な
く
補
助
金
で
対

応
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
意
見
も
出
ま
し
た
。
今
回
は

加
算
と
い
う
形
に
な
り
ま
し
た

が
、
２
年
間
の
成
果
を
見
た
上
で
、

対
象
の
病
院
を
拡
大
す
る
な
ど
次

の
議
論
に
つ
な
が
る
も
の
だ
と
考

地
域
医
療
体
制
確
保
加
算
は

２
年
間
の
成
果
で
次
に
つ
な
げ
る

■
令
和
２
年
度
診
療
報
酬
改
定
の

主
要
な
テ
ー
マ
に
据
え
た
こ
と
を

振
り
返
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

森
光　

今
回
改
定
の
特
徴
は
働
き

方
改
革
で
あ
り
、
改
定
率
の
中

に
「
消
費
税
財
源
を
活
用
し
た
救

急
病
院
に
お
け
る
勤
務
医
の
働
き

方
改
革
へ
の
特
例
的
な
対
応
」
と

し
て
プ
ラ
ス
０
・
08
％
が
含
ま
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
い
ろ

い
ろ
な
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
一

番
大
事
な
こ
と
は

消
費
税
財
源
を
活

用
し
た
こ
と
で
、

財
源
が
別
で
あ
る

こ
と
で
す
。
特
例

的
財
源
に
つ
い
て

ど
う
い
う
使
わ
れ

方
を
し
た
の
か
が

フ
ォ
ロ
ー
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
働
き
方
改
革
の
全
て

が
こ
の
財
源
で
賄
わ
れ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
働
き
方
改

革
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
そ
の
一
部
の
財
源
で
あ
る
と

ご
理
解
く
だ
さ
い
。
２
０
２
４
年

４
月
ま
で
の
労
働
時
間
上
限
規
制

の
取
り
組
み
に
は
地
域
医
療
介
護

総
合
確
保
基
金
１
４
３
億
円
と
合

わ
せ
て
、
こ
の
財
源
で
ど
う
い
う

成
果
を
上
げ
る
か
が
次
の
ス
テ
ッ

プ
に
つ
な
が
る
と
理
解
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
ど
の
よ
う
な
方
針
の
も
と
に
改

定
が
行
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

森
光　

改
定
に
当
た
っ
て
の
基
本

認
識
は
①
健
康
寿
命
の
延
伸
、
人

生
１
０
０
年
時
代
に
向
け
た
「
全

世
代
型
社
会
保
障
」
の
実
現
②
患

者
・
国
民
に
身
近
な
医
療
の
実
現

③
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
適
切
な

医
療
を
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
社

会
の
実
現
、
医
師
等
の
働
き
方
改

革
の
推
進
④
社
会
保
障
制
度
の
安

定
性
・
持
続
可
能
性
の
確
保
、
経

済
・
財
政
と
の
調
和
。
こ
の
４
つ

の
基
本
に
基
づ
く
具
体
的
方
向
性

と
し
て
「
医
療
従
事
者
の
負
担
軽

減
、
医
師
等
の
働
き
方
改
革
の
推

進
」「
患
者
・
国
民
に
と
っ
て
身

近
で
安
心
・
安
全
で
質
の
高
い
医

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
歪
み
を
修
正
す
る

「
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
方
を
考
え
て
ほ
し
い
」

令
和
２
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
大
き
な
特
徴
は
、
医
療
従
事
者
の
働
き
方
改
革
が
多
く
の
項
目
に
反
映
さ
れ

た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
あ
り
方
に
つ
い
て
「
た
ん
な
る
自
院
の
一
般
病
床

の
患
者
に
受
け
皿
に
な
っ
て
い
る
」
こ
と
な
ど
が
問
題
視
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。
厚
生

労
働
省
の
森
光
敬
子
医
療
課
長
が
解
説
す
る
。

厚生労働省　保険局医療課長

森光　敬子 氏
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れ
る
よ
う
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

入
院
料
・
入
院
医
療
管
理
料
に
つ

い
て
要
件
を
見
直
し
ま
し
た
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
を
有
す
る

許
可
病
床
数
４
０
０
床
以
上
の
病

院
に
つ
い
て
、
入
院
患
者
の
う
ち

同
一
保
険
医
療
機
関
内
の
一
般
病

棟
か
ら
転
棟
し
た
患
者
の
割
合
が

一
定
以
上
で
あ
る
場
合
の
入
院
料

を
見
直
し
て
、
施
設
要
件
に
「
許

可
病
床
数
が
４
０
０
床
以
上
の
病

院
に
あ
っ
て
は
、
当
該
病
棟
に
お

け
る
、
入
院
患
者
に
占
め
る
、
同

一
の
保
険
医
療
機
関
の
一
般
病
棟

か
ら
転
棟
し
た
も
の
の
割
合
が
６

割
未
満
で
あ
る
こ
と
」
を
新
設
し

ま
し
た
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
１

及
び
３
並
び
に
地
域
包
括
ケ
ア
入

院
医
療
管
理
料
１
及
び
３
に
つ
い

て
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
実
績
に
係

る
施
設
基
準
を
見
直
し
ま
し
た
。

入
院
料
１
で
は
「
当
該
病
棟
に
お

い
て
、
入
院
患
者
に
占
め
る
、
自

宅
等
か
ら
入
院
し
た
も
の
の
割
合
」

を
「
一
割
以
上
」
か
ら
「
一
割
五

分
以
上
」
に
変
更
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
「
当
該
病
棟
に
お
け
る
自
宅

等
か
ら
の
緊
急
の
入
院
患
者
の
受

入
れ
人
数
」
に
つ
い
て
、
前
三
月

間
に
お
い
て「
三
人
以
上
」か
ら「
六

人
以
上
」
に
変
更
し
ま
し
た
。

■
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
施
設
基

準
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

森
光　

適
切
に
在
宅
復
帰
支
援
等

を
行
う
観
点
か
ら
、
地
域
包
括
ケ

ア
病
棟
入
院
料
の
施
設
基
準
に
お

い
て
、
入
退
院
支
援
及
び
地
域
連

携
業
務
を
担
う
部
門
の
設
置
を
要

件
と
し
て
、「
入
退
院
支
援
及
び

地
域
連
携
に
係
る
業
務
に
関
す
る

十
分
な
経
験
を
有
す
る
専
従
の
看

護
師
又
は
専
従
の
社
会
福
祉
士
が

配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
と
示
し

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
に

お
け
る
疾
患
別
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
提
供
に
つ
い
て
、
患
者

の
入
棟
時
に
測
定
し
た
Ａ
Ｄ
Ｌ
ス

コ
ア
の
結
果
等
を
参
考
に
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
を
判

断
す
る
こ
と
を
要
件
と
し
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
「
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に
当
た
っ
て

は
、
当
該
患
者
の
入
棟
時
に
測
定

し
た
Ａ
Ｄ
Ｌ
等
を
参
考
に
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
を
判
断

し
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
診
療
録

に
記
載
す
る
と
と
も
に
、
患
者
又

は
そ
の
家
族
等
に
説
明
す
る
こ

と
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
の

施
設
基
準
に
お
い
て
、
適
切
な
意

思
決
定
支
援
に
関
す
る
指
針
を
定

め
て
い
る
こ
と
も
要
件
と
し
て
、

厚
生
労
働
省
の
「
人
生
の
最
終
段

階
に
お
け
る
医
療
・
ケ
ア
の
決
定

プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
等
の
内
容
を
踏
ま
え
、
適
切

な
意
思
決
定
支
援
に
関
す
る
指
針

を
定
め
て
い
る
こ
と
」
を
新
設
し

ま
し
た
。

■
Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象
病
棟
か
ら
地
域
包

括
ケ
ア
病
棟
へ
転
棟
す
る
場
合
に

つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
要
件
を

見
直
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

森
光　

患
者
の
状
態
に
応
じ
た
適

切
な
管
理
を
妨
げ
な
い
よ
う
、
同

一
保
険
医
療
機
関
内
の
Ｄ
Ｐ
Ｃ
対

象
病
棟
か
ら
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

に
転
棟
し
た
場
合
は
、
診
断
群
分

類
点
数
表
に
定
め
ら
れ
た
入
院
日

Ⅱ
ま
で
の
間
、
診
断
群
分
類
点
数

表
に
従
っ
て
算
定
す
る
よ
う
見
直

し
ま
し
た
。 

■
地
域
に
お
け
る
医
療
機
関
間
の

機
能
分
化
・
連
携
を
適
切
に
進
め

る
観
点
か
ら
、
地
域
包
括
ケ
ア
病

棟
の
届
出
も
見
直
さ
れ
ま
し
た
ね
。

森
光　

許
可
病
床
数
が
４
０
０
床

以
上
の
保
険
医
療
機
関
に
つ
い
て

は
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料

を
届
け
出
ら
れ
な
い
こ
と
と
し
ま

し
た
。
た
だ
し
、
令
和
２
年
３
月

31
日
時
点
で
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

入
院
料
を
届
け
出
て
い
る
保
険
医

療
機
関
に
つ
い
て
は
、
当
該
時
点

で
現
に
届
け
出
て
い
る
病
棟
を
維

持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
棟
入
院
料
で
は
、
実
績
要
件
に

ア
ウ
ト
カ
ム
の
反
映
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

森
光　

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料
１
及
び
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
入

院
料
３
に
お
け
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
実
績
指
数
の
要
件
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
水
準
を
引
き
上
げ

ま
す
。
さ
ら
に
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
に
入
院
し
た
患

者
に
対
し
て
、
入
院
時
Ｆ
Ｉ
Ｍ
及

び
目
標
と
す
る
Ｆ
Ｉ
Ｍ
に
つ
い
て

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施
計
画

書
を
用
い
て
説
明
し
、
計
画
書
を

交
付
す
る
こ
と
と
し
て
、
退
院
時

Ｆ
Ｉ
Ｍ
に
つ
い
て
も
同
様
の
取
扱

い
と
し
ま
す
。

（
文
／
編
集
部
）

料
は
「
算
定
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
分

か
ら
な
い
」
と
い
う
医
療
機
関
が

多
か
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
算
定

要
件
を
シ
ン
プ
ル
に
変
更
し
ま
し

た
。地

ケ
ア
病
棟
へ
の
転
棟
割
合
の
要
件

４
０
０
床
以
上
で
は
６
割
未
満

■
今
回
の
改
定
で
は
地
域
包
括
ケ

ア
病
棟
入
院
料
が
大
き
く
見
直
さ

れ
ま
し
た
。
背
景
と
方
針
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

森
光　

自
院
の
一
般
病
床
か
ら
地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
へ
の
転
棟
割
合

が
１
０
０
％
と
い
う
病
院
も
一
部

に
あ
り
ま
し
た
。
地
域
包
括
ケ
ア

病
棟
で
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
し
て
い

な
い
病
院
は
３
割
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象
病
院
で
は
Ｄ

Ｐ
Ｃ
の
点
数
が
下
が
る
タ
イ
ミ
ン

グ
で
転
棟
し
て
い
る
件
数
が
多
い

こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
る
で
し
ょ

う
が
、
少
し
本
来
の
役
割
を
考
え

て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
改
定
の
背

景
で
し
た
。

　

改
定
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
包

括
ケ
ア
病
棟
に
お
い
て
、
急
性
期

治
療
を
経
過
し
た
患
者
や
在
宅
で

療
養
を
行
っ
て
い
る
患
者
を
受
け

入
れ
る
役
割
が
偏
り
な
く
発
揮
さ
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Part 3

入
院
料
の
「
病
棟
」
に
転
棟
後
に
、

前
の
病
棟
の
点
数
を
引
っ
張
る
の

は
今
回
が
初
め
て
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
新
設
・
既
設
・
出

来
高
・
包
括
を
問
わ
ず
、
人
員
配

置
の
要
件
緩
和
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活

用
、
研
修
業
務
の
効
率
化
、
チ
ー

ム
医
療
な
ど
が
推
進
さ
れ
る
こ
と

が
、
地
ケ
ア
病
棟
を
含
め
た
今
改

定
の
特
徴
で
す
。

国
が
言
い
た
い
こ
と
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

病
院
の
在
り
方
を
再
考
す
る
こ
と

　

今
回
の
改
定
で
国
が
言
い
た
い

で
あ
ろ
う
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
急
性
期
一
般
病
棟
の
重

症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
の

見
直
し
に
伴
い
「
現
行
必
要
度

の
基
準
②
の
該
当
患
者
が
少
な

い
」「
手
術
と
救
急
の
受
け
入
れ

が
多
い
病
棟
」「
必
要
度
Ⅱ
を
採

用
」
以
外
の
急
性
期
一
般
病
棟
は

必
要
度
の
維
持
が
困
難
に
な
り
、

「
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
」「
急
性
期

一
般
１
か
ら
２
～
４
へ
の
変
更
」

「
地
ケ
ア
病
棟
へ
の
転
換
や
既
設

の
地
ケ
ア
病
棟
へ
の
在
宅
等
か
ら

の
患
者
受
け
入
れ
」
が
進
む
と
予

想
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
を

選
択
す
る
か
、
あ
る
い
は
複
合
化

要
件
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
自
院
の
ポ
ス
ト
ア
キ
ュ
ー

ト
（
P 

A
）
か
ら
の
受
け
入
れ
に

限
ら
ず
、
他
院
の
P 

A
や
急
性
期
、

予
定
入
院
の
人
を
も
っ
と
バ
ラ
ン

ス
良
く
受
け
入
れ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
４
０
０
床
以
上
の
病

院
で
は
自
院
の
地
ケ
ア
病
棟
へ
の

転
棟
の
割
合
を
６
割
未
満
に
し
、

そ
れ
を
超
え
た
ら
１
割
減
算
し
ま

す
。
さ
ら
に
４
０
０
床
以
上
の
病

院
は
地
ケ
ア
病
棟
の
新
設
を
認
め

ま
せ
ん
。

　

そ
れ
か
ら
地
ケ
ア
病
棟
の
入
院

料
・
管
理
料
１
と
３
の
要
件
を
か

な
り
見
直
し
て
、
多
く
の
病
院
が

ク
リ
ア
し
て
い
る
項
目
を
厳
し
く

し
て
、
ク
リ
ア
で
き
て
い
な
い
項

目
を
緩
く
し
ま
し
た
が
、
ど
ち
ら

か
と
言
え
ば
１
と
３
を
取
り
や
す

く
し
た
と
思
い
ま
す
。

■
Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象
病
棟
か
ら
自
院
の

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
へ
の
転
棟
で

算
定
方
法
が
見
直
さ
れ
た
こ
と

も
、
今
回
の
改
定
で
注
目
さ
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

仲
井　

Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象
病
棟
か
ら
自

院
の
地
ケ
ア
病
棟
へ
の
転
棟
に
つ

い
て
は
、
入
院
日
Ⅱ
ま
で
Ｄ
Ｐ
Ｃ

が
適
用
さ
れ
ま
す
。
自
院
の
特
定

入
院
料
１
と
３
の
要
件
緩
和
で

取
り
や
す
く
な
っ
た

■
令
和
２
年
度
診
療
報
酬
改
定
に

つ
い
て
、
全
体
的
に
ど
の
よ
う
に

ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。
仲
井

先
生
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

仲
井　

２
０
２
５
年
と
２
０
４
０

年
を
そ
れ
ぞ
れ
め
ざ
し
た
改
定
だ

と
思
い
ま
す
。
２
０
２
５
年
ま
で

は
75
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
が
爆

発
的
に
増
え
、
支
え
る
方
の
人
口

は
減
っ
た
ま
ま
で
す
。
40
年
に
近

づ
く
と
75
歳
以
上
人
口
が
減
り
、

65
歳
以
上
人
口

は
そ
れ
ほ
ど
増

え
ま
せ
ん
が
、

支
え
る
方
は
ど

ん
ど
ん
減
っ
て

い
き
ま
す
。
つ

ま
り
25
年
ま
で

と
40
年
ま
で
と

は
人
口
動
態
が
異
な
る
の
で
、
２

つ
の
目
標
を
定
め
た
の
で
す
。

　

今
回
の
改
定
は
25
年
を
何
と
か

乗
り
切
ろ
う
と
い
う
趣
旨
と
、
40

年
へ
の
布
石
と
い
う
趣
旨
に
基

づ
い
て
い
ま
す
。
40
年
へ
の
布
石

は
働
き
方
改
革
を
模
索
す
る
形
で

改
定
内
容
に
入
っ
て
、
25
年
は
喫

緊
な
の
で
、
地
域
医
療
構
想
と
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
し
っ
か

り
組
み
立
て
よ
う
と
い
う
内
容
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
厚
労

省
の
森
光
医
療
課
長
は
「
地
域
医

療
構
想
に
寄
り
添
う
だ
け
で
な

く
、
地
域
医
療
構
想
を
後
押
し
す

る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
が
、
後
押

し
の
要
素
が
改
定
内
容
に
き
ち
ん

と
入
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
（
以
下
、

地
ケ
ア
病
棟
）
に
つ
い
て
は
、

地
ケ
ア
病
棟
の
改
定
だ
け
を
見

る
の
で
は
な
く
、
D
P
C
に
係

る
取
組
や
急
性
期
一
般
病
棟
の

改
定
と
合
わ
せ
て
み
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

■
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
改
定

内
容
に
対
す
る
評
価
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

仲
井　

地
ケ
ア
病
棟
に
つ
い
て

は
、「
地
域
連
携
業
務
を
担
う
部

門
を
開
設
す
る
」「
疾
患
別
リ
ハ

は
Ａ
Ｄ
Ｌ
を
し
っ
か
り
と
測
っ
て

評
価
し
て
、
結
果
を
患
者
家
族
に

説
明
す
る
」「
看
取
り
の
指
針
を

定
め
る
」
な
ど
が
新
た
な
届
出
の

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
を
有
す
る
病
院
は

ご
当
地
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
役
割
を
変
え
よ

「
治
し
支
え
る
生
活
支
援
型
医
療
に
は
、
リ
ハ
ビ
リ
・
栄
養
サ
ポ
ー
ト
・
認
知
症
ケ
ア
・
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

対
策
が
必
須
」
と
述
べ
る
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
協
会
会
長
の
仲
井
培
雄
氏
は
、
令
和
２
年
度
診
療
報
酬
改
定
で

厚
生
労
働
省
に
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
を
提
出
し
た
。
そ
の
攻
防
を
尋
ね
た
。

地域包括ケア病棟協会　会長
芳珠記念病院　理事長

仲井　培雄 氏
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「超高齢社会において地域医療の中心軸となる
　地域包括ケア病棟の躍進と新たな経営を探る」

「超高齢社会の地域医療の中心軸としての
　地域包括ケア病棟の躍進と新たな経営を探る」

仲
井　

地
ケ
ア
病
棟
を
持
っ
て
ほ

し
い
の
は
２
０
０
未
満
の
病
院

で
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象
病
院
は
で
き
れ

ば
持
た
な
い
で
く
れ
と
（
笑
）。

持
っ
て
も
い
い
け
れ
ど
も
、
統
合

再
編
に
資
す
る
よ
う
な
指
標
は
た

く
さ
ん
持
た
な
い
で
く
れ
と
国
は

言
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

４
０
０
床
以
上
の
病
院
で
、
地

域
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
て
地
ケ
ア
病
棟

を
取
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
地

方
の
過
疎
地
な
ど
の
病
院
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
病
院
は

早
晩
４
０
０
床
を
維
持
で
き
な
く

な
る
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
病
床

を
３
９
９
床
に
減
ら
し
て
地
ケ
ア

病
棟
を
取
る
方
略
が
よ
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

一
方
、
都
市
部
の
４
０
０
床

以
上
の
病
院
で
病
床
が
空
い
て

い
る
か
ら
地
ケ
ア
病
棟
を
取
ろ

う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
将

来
Ｄ
Ｐ
Ｃ
か
ら
の
退
場
を
勧
め

ら
れ
て
い
る
病
院
だ
と
考
え
て

よ
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で

４
０
０
床
以
上
の
病
院
で
地
ケ

ア
病
棟
を
開
設
し
た
と
こ
ろ
の

多
く
は
、
病
床
稼
働
率
が
下
が
っ

た
か
ら
開
設
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
も
、
地
ケ
ア
病
棟
の
稼
働

率
も
低
い
場
合
が
多
い
の
で
す
。

４
月
か
ら
４
０
０
床
以
上
は
届

け
出
で
き
な
く
な
り
ま
す
が
、

理
解
は
で
き
ま
す
。

■
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
入
院

料
・
管
理
料
１
と
３
の
在
宅
要
件

が
見
直
さ
れ
た
こ
と
は
、
ど
の
よ

う
に
影
響
し
そ
う
で
す
か
。

仲
井　

要
件
が
上
が
っ
た
項
目
に

つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
の
病
院
が
ク

リ
ア
し
た
か
ら
で
、
要
件
が
下

が
っ
た
の
は
ク
リ
ア
し
て
い
な
い

か
ら
で
す
。
２
０
０
床
未
満
の
病

院
は
地
ケ
ア
病
棟
の
入
院
料
・
管

理
料
1
と
３
を
届
け
出
し
や
す
く

な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
２
０
０
床

未
満
で
も
Ｄ
Ｐ
Ｃ
な
ら
、
よ
く
考

え
て
く
だ
さ
い
と
い
う
流
れ
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
協
会
は
、

地
ケ
ア
病
棟
を
有
す
る
病
院
を

４
つ
の
タ
イ
プ
（
３
つ
の
病
院
機

能
と
地
域
包
括
ケ
ア
病
院
）
に
分

け
て
い
ま
す
。
第
一
に
急
性
期
ケ

ア
ミ
ッ
ク
ス（
Ｃ
Ｍ
）
型
で
、
急

性
期
一
般
病
棟
以
上
の
病
棟
を
有

し
、 

施
設
全
体
で
急
性
期
機
能
を

最
も
重
視
し
て
い
ま
す
。
地
ケ

ア
病
棟
は
自
院
P 

A
中
心
で
す
。

２
０
０
床
以
上
3.5
割
強
、
４
０
０

床
以
上
が
１
割
弱
を
占
め
て
い
ま

す
。

　

第
二
に
Ｐ
Ａ
連
携
型
で
、
施
設

全
体
と
し
て
実
患
者
数
の
概
ね
半

分
以
上
が
他
院
か
ら
の
Ｐ
Ａ
患
者

で
す
。
連
携
先
は
高
度
急
性
期
～

急
性
期
病
院
で
、
回
リ
ハ
や
療
養

等
の
後
方
病
床
と
訪
問
・ 

通
所
・

入
所
の
併
設
施
設
が
豊
富
で
す
。

２
０
０
床
未
満
は
９
割
強
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

第
三
に
地
域
密
着
型
で
、「
急

性
期
C 

M
型
」
と
「
P 

A
連
携
型
」

の
ど
ち
ら
で
も
な
い
と
定
義
し
て

い
ま
す
。
２
０
０
床
未
満
が
8.5
割

弱
を
占
め
、
日
常
生
活
圏
域
の
在

宅
等
か
ら
の
受
け
入
れ
が
中
心
で

す
。

　

そ
し
て
第
四
の
タ
イ
プ
が
地
域

包
括
ケ
ア
病
院
で
す
。
全
病
棟
病

室
が
地
ケ
ア
病
棟
の
〝
形
態
分
類
〟

で
、〝
機
能
分
類
〟
で
は
「
地
域

密
着
型
」
ま
た
は
「
P 

A
連
携
型
」

に
該
当
し
ま
す
。

　

３
つ
の
病
院
機
能
の
う
ち

D
P
C
対
象
病
院
が
多
い
急
性

期
C 

M
型
が
全
体
の
５
割
と
最
も

多
く
、
次
い
で
地
域
密
着
型
が
3.5

割
を
占
め
ま
す
。
地
域
密
着
型
の

割
合
が
年
々
増
え
て
い
て
、
一
方

で
急
性
期
C 

M
型
の
割
合
は
減
っ

て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象
病
院
は

地
ケ
ア
病
棟
を
持
た
な
い
よ
う
に

急
性
期
C 

M
型
を
減
ら
す
よ
う
に

す
る
こ
と
が
「
地
域
医
療
構
想
に

寄
り
添
い
、
後
押
し
す
る
」
と
い

う
厚
労
省
の
方
針
で
あ
る
よ
う
に

見
え
ま
す
。
ま
た
今
回
の
改
定
は

我
々
の
要
望
が
ほ
と
ん
ど
通
ら

ず
、
厳
し
い
改
定
で
し
た
。

訪
問
看
護
の
要
件
緩
和
は

要
望
が
受
け
入
れ
ら
れ
た

■
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
協
会
は
診

療
報
酬
改
定
に
向
け
て
、
厚
労

省
に
ど
ん
な
要
望
を
出
し
た
の
で

し
ょ
う
か
。

仲
井　

数
は
少
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
通
っ
た
要
望
も
あ
り
ま
し

た
。
ま
ず
、
地
ケ
ア
病
棟
の
入
院

料
・
管
理
料
１
と
３
の
要
件
の
中

に
包
括
算
定
で
あ
る
「
退
院
時
共

同
指
導
料
２
」
が
入
り
ま
し
た
。

私
は
「
地
ケ
ア
病
棟
は
デ
ー
タ
を

提
出
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
出
来

高
算
定
、
包
括
算
定
を
問
わ
ず
多

く
の
在
宅
復
帰
支
援
に
取
り
組
む

病
院
を
評
価
し
て
く
だ
さ
い
」
と

要
望
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
入
院

料
・
管
理
料
１
と
３
の
要
件
で
、

医
療
保
険
の
訪
問
看
護
の
要
件
を

緩
和
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が

通
り
、「
３
月
で
３
０
０
回
以
上
」

し
な
い
と
対
応
で
き
な
い
で
し
ょ

う
。

　

次
に
「
治
し
支
え
る
生
活
支
援

型
医
療
の
患
者
は
地
ケ
ア
病
棟
で

診
て
ほ
し
い
」「
Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象
病

棟
で
は
疾
患
の
重
症
度
が
高
い
治

す
従
来
型
医
療
の
患
者
を
診
て
ほ

し
い
」「
そ
の
結
果
Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象

病
院
は
、
許
可
病
床
数
４
０
０
床

以
上
は
高
度
急
性
期
に
特
化
し
、

中
途
半
端
な
病
床
数
の
場
合
は
地

域
医
療
構
想
の
協
議
の
場
で
今
後

の
方
向
性
を
し
っ
か
り
探
っ
て

い
た
だ
き
た
い
」「
地
ケ
ア
病
棟

は
、
サ
ブ
ア
キ
ュ
ー
ト
の
需
要
が

高
く
、
と
く
に
２
０
０
床
未
満
は

在
宅
医
療
を
し
っ
か
り
提
供
し
て

〝
と
き
ど
き
入
院
ほ
ぼ
在
宅
〟
を

実
践
し
て
ほ
し
い
」「
急
性
期
一

般
病
棟
や
Ｄ
Ｐ
Ｃ
に
係
る
取
り
組

み
と
地
ケ
ア
病
棟
の
自
院
Ｐ
Ａ
、

他
院
Ｐ
Ａ
、
在
宅
等
の
受
入
れ
の

バ
ラ
ン
ス
取
り
は
一
蓮
托
生
で
あ

る
」。

　

と
い
う
こ
と
を
国
は
言
い
た
い

の
だ
と
思
い
ま
す
。

■
超
高
齢
社
会
の
中
心
と
な
る
病

院
が
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
を
持
つ

病
院
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
理
解

し
て
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
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が
「
３
月
で
60
回
以
上
」
と
な
り

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
従
来
は
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
施
設
が
病
院
と
同

一
の
敷
地
内
に
あ
る
こ
と
が
入
院

料
・
管
理
料
１
と
３
の
要
件
で
し

た
が
、「
同
一
の
敷
地
内
」
が
「
併

設
」
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

緩
和
に
は
２
０
１
８
年
度
改
定
後

に
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下

リ
ハ
）
に
つ
い
て
は
、
疾
患
別
リ

ハ
に
加
え
て
、Point

of Care

（
P
O
C
）
リ
ハ
や
集
団
リ
ハ
、

院
内
デ
イ
ケ
ア
等
の
補
完
代
替
リ

ハ
の
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
行
い
、
１
単
位

20
分
の
縛
り
を
外
し
て
ほ
し
い
、

通
所
リ
ハ
と
同
じ
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
と
要
望
し
ま
し
た
。
こ
の
要

望
に
つ
い
て
は
入
院
医
療
分
科
会

で
「
疾
患
別
リ
ハ
以
外
の
取
り
組

み
は
リ
ハ
で
は
な
く
て
ケ
ア
で

し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
た
だ
し
、「
疾
患
別
リ
ハ

は
Ａ
Ｄ
Ｌ
を
し
っ
か
り
と
測
っ
て

評
価
し
て
、
結
果
を
患
者
家
族
に

説
明
す
る
責
任
」
が
求
め
ら
れ
た

こ
と
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
し
っ
か
り
と
実

施
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
味
な
の

で
、
こ
の
点
は
私
の
意
見
が
通
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
に
我
々
が
提
唱
し
て
い

る
補
完
代
替
リ
ハ
を
入
れ
る
こ
と

は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
疾
患
別

リ
ハ
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。

■
令
和
４
年
度
診
療
報
酬
改
定

に
向
け
て
の
要
望
を
お
願
い
し

ま
す
。

仲
井　

地
ケ
ア
病
棟
に
つ
い
て
は

デ
ー
タ
提
出
を
も
っ
と
活
か
し
て

ほ
し
い
で
す
し
、
リ
ハ
や
ケ
ア
の

取
り
組
み
を
評
価
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
と
く
に
補
完
代
替
リ
ハ
は

「
ケ
ア
」
と
呼
ん
で
も
構
わ
な
い

の
で
、
在
宅
復
帰
支
援
の
軸
と
し

て
き
ち
ん
と
評
価
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
こ
れ
は
私
が
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
の
よ
う
に
長
年
要
望
し
て
い
る

こ
と
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
点
数
に
な
ら
な
い
け

れ
ど
実
施
し
て
い
る
Ｎ
Ｓ
Ｔ
（
栄

養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
）
な
ど
も
、

デ
ー
タ
を
取
っ
て
評
価
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
そ
れ
ら
が
包
括
算
定

の
入
院
料
の
在
宅
復
帰
支
援
に
関

す
る
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
文
／
編
集
部
）
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き
な
く
な
っ
た

こ
と
な
ど
で
す
。

４
０
０
床
以
上
を

３
９
９
床
に
減
床

す
れ
ば
、
転
棟
割

合
10
割
も
可
能
で

す
し
、
地
域
包
括

ケ
ア
病
棟
も
新
設

で
き
ま
す
。
４
０
０
床
以
上
の

病
院
は
急
性
期
し
か
な
い
の
で

す
か
ら
、
ベ
ッ
ド
数
の
削
減
に

誘
導
す
る
こ
と
は
、
す
な
わ
ち

地
域
医
療
構
想
の
推
進
で
す
。

　

例
え
ば
４
４
０
床
の
病
院
が
41

床
を
返
せ
ば
、
削
減
率
が
１
割
以

上
な
の
で
補
助
金
を
受
け
取
れ
ま

す
。
41
床
を
減
ら
せ
ば
３
９
９

床
に
な
り
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

を
つ
く
れ
ま
す
し
、
つ
く
っ
た
後

は
自
院
か
ら
の
転
棟
割
合
を
６
割

以
下
に
制
限
す
る
必
要
も
な
く
な

り
ま
す
。
し
か
も
急
性
期
病
床
が

41
床
消
え
る
わ
け
で
す
か
ら
、
地

域
医
療
構
想
の
推
進
に
も
な
り
ま

す
。

　

今
回
の
改
定
で
は
、
重
症
度
、

医
療
・
看
護
必
要
度
の
該
当
患
者

割
合
も
厳
格
化
さ
れ
て
、
急
性

期
か
ら
回
復
期
へ
の
移
行
を
促
し

ま
し
た
が
、
全
て
が
地
域
医
療
構

想
に
つ
な
が
る
よ
う
に
組
み
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
４
０
０
床
以
上

の
病
院
に
、
病
床
数
を
削
減
す
る

動
き
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

■
超
急
性
期
は
別
と
し
て
、
急
性

期
病
院
も
病
床
数
を
減
ら
し
て
地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
に
転
換
し
な
い

と
、
急
性
期
の
稼
働
率
を
維
持
で

き
な
く
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

中
林　

い
え
、
そ
う
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
急
性
期
を
維

持
す
る
た
め
に
地
域
包
括
ケ

ア
病
棟
を
つ
く
る
と
い
う
考
え

方
は
一
面
的
で
す
。
７
０
０
～

８
０
０
床
で
超
急
性
期
一
本
の

経
営
を
し
て
い
け
る
病
院
も
あ

れ
ば
、
４
４
０
床
で
稼
働
率
の

下
が
っ
て
い
る
病
院
は
３
９
９

床
に
し
て
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

を
つ
く
る
で
し
ょ
う
。
急
性
期

の
中
身
を
考
え
る
べ
き
で
す
。

　

例
え
ば
４
０
０
床
以
上
の
病
院

は
自
院
の
急
性
期
か
ら
地
域
包
括

ケ
ア
病
棟
へ
の
転
棟
割
合
が
６
割

以
下
に
制
限
さ
れ
た
こ
と
で
、
４

割
を
サ
ブ
ア
キ
ュ
ー
ト
に
転
棟
さ

せ
た
ら
、
他
の
中
小
病
院
が
ラ
イ

バ
ル
に
な
り
ま
す
。
こ
の
状
況
を

想
定
し
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

を
手
放
す
病
院
も
出
て
く
る
で

し
ょ
う
。

　

か
り
に
地
域
包
括
ケ
ア
病
床

を
40
床
持
っ
て
い
る
病
院
が
地

域
包
括
ケ
ア
病
床
を
閉
鎖
し
て
、

急
性
期
の
患
者
さ
ん
を
近
隣
の

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
に
紹
介
す

る
と
判
断
し
た
場
合
、
40
床
が

減
っ
た
分
、
働
き
方
改
革
が
進

み
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
今
回
の
改
定
に

よ
っ
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の

戦
略
に
は
い
く
つ
か
の
選
択
肢
が

用
意
さ
れ
ま
し
た
。

■
中
小
病
院
の
地
域
包
括
ケ
ア
病

棟
の
経
営
は
ど
の
よ
う
な
影
響
が

出
そ
う
で
す
か
。

中
林　

病
床
を
３
９
９
床
に
減

ら
し
て
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
を

つ
く
る
大
病
院
が
ラ
イ
バ
ル
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
病

院
に
患
者
さ
ん
を
取
ら
れ
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
こ

の
事
態
を
警
戒
し
て
い
る
中
小

病
院
は
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

■
中
小
病
院
で
全
病
棟
が
地
域
包

括
ケ
ア
病
棟
の
病
院
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
タ
イ
プ
は
増
え
て
い
く

で
し
ょ
う
か
。

中
林　

増
え
る
と
思
い
ま
す
。
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
す
れ
ば
収
益

増
は
明
ら
か
で
す
か
ら
。
そ
れ
か

ら
２
５
０
床
前
後
で
苦
闘
し
て
い

る
急
性
期
病
院
が
１
９
９
床
に
減

ら
し
て
、
減
ら
し
た
分
を
地
域
包

括
ケ
ア
病
棟
に
転
換
す
れ
ば
、
地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
報
酬
単
価
が

高
い
の
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
上

は
収
支
が
安
定
し
ま
す
。
１
年
後

ぐ
ら
い
に
、
こ
の
メ
リ
ッ
ト
に
気

づ
い
て
転
換
を
始
め
る
病
院
が
出

て
く
る
で
し
ょ
う
。（

文
／
編
集
部
）

■
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
を
め
ぐ
る

改
定
内
容
で
何
に
着
目
す
べ
き
で

し
ょ
う
か
。

中
林　

サ
ブ
ア
キ
ュ
ー
ト
、
ポ

ス
ト
ア
キ
ュ
ー
ト
、
在
宅
復
帰

支
援
の
３
つ
の
役
割
が
果
た
し

て
い
る
病
院
を
き
ち
ん
と
評
価

す
る
と
い
う
改
定
内
容
で
す
。

一
番
の
影
響
は
地
域
医
療
構
想

に
も
関
わ
っ
て
く
る
の
で
す
が
、

４
０
０
床
以
上
の
病
院
に
対
し

て
、
自
院
か
ら
の
転
棟
割
合
を

６
割
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
や
、

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
を
新
設
で

４
０
０
床
以
上
の
病
院
が
減
床
の
可
能
性
?

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
新
設
の
動
き
が
出
る
!?

４
０
０
床
以
上
の
病
院
は
自
院
の
急
性
期
病
棟
か
ら
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
へ
の
転
棟
割
合
を
６
割
以
下
に
制
限
さ

れ
た
上
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
新
設
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
減
床
す
る
可
能
性
は
―
―
？

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
を
め
ぐ
る
診
療
報
酬
改
定
の
深
層
に
つ
い
て
、
中
林
梓
氏
が
読
み
解
く
。

ＡＳＫ梓診療報酬研究所　所長

中林　梓 氏
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Part 6
「超高齢社会において地域医療の中心軸となる
　地域包括ケア病棟の躍進と新たな経営を探る」 Part 5

が
っ
て
も
重
症
度
、
医
療
・
看
護

必
要
度
や
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
係
数
を
キ
ー

プ
で
き
る
の
な
ら
よ
い
と
い
う
考

え
方
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
実
収
入

を
優
先
す
る
の
か
、
他
の
経
営
指

標
を
優
先
す
る
の
か
、
ど
ち
ら
を

優
先
す
る
か
は
病
院
ご
と
に
判
断

の
問
題
で
す
。
ど
ち
ら
が
望
ま
し

い
か
は
一
概
に
言
え
ま
せ
ん
。
転

棟
割
合
を
60
％
未
満
に
し
て
患
者

を
増
や
す
た
め
に
、
サ
ブ
ア
キ
ュ
ー

ト
の
直
接
入
院
に
力
を
入
れ
る
病

院
も
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。

■
新
た
に
病
院
を
分
離
し
て
地
域

包
括
ケ
ア
病
棟
専
門
病
院
を
つ
く

る
こ
と
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

工
藤　

既
存
の
分
院
な
ら
ば
問
題

な
い
で
し
ょ
う
。
も
し
、
新
た
に

病
院
を
分
離
し
て
地
域
包
括
ケ
ア

病
棟
に
特
化
し
た
病
院
を
つ
く
る

場
合
、
本
院
か
ら
の
紹
介
患
者
は

院
内
転
棟
に
該
当
し
ま
せ
ん
が
、

そ
の
代
わ
り
に
病
院
と
し
て
の
医

師
・
看
護
師
・
管
理
栄
養
士
な
ど

の
配
置
基
準
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
と
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
を
考
え
る
と
、
こ
の
方
法

は
お
勧
め
で
き
ま
せ
ん
。

（
文
／
編
集
部
）

ろ
促
進
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。た
だ
、

今
ま
で
が
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の

大
病
院
に
お
け
る
新
規
開
設
は
バ

ブ
ル
だ
っ
た
と
も
言
え
ま
す
。

■
改
定
内
容
が
地
域
包
括
ケ
ア
病

棟
の
運
営
に
与
え
る
影
響
と
し
て

何
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

工
藤　

重
症
度
、
医
療
・
看
護
必

要
度
の
見
直
し
に
よ
っ
て
、
急
性

期
は
今
ま
で
以
上
に
回
転
率
を
上

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
ポ

ス
ト
ア
キ
ュ
ー
ト
の
連
携
先
と
し

て
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
４
０
０
床
以

上
の
病
院
が
院
内
転
棟
割
合
を
下

げ
る
に
は
、
直
接
入
院
を
増
や
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
新
設
を

考
え
て
い
た
４
０
０
床
以
上
の
病

院
へ
の
影
響
は
い
か
が
で
す
か
。

工
藤　

４
０
０
床
以
上
の
病
院
は

そ
も
そ
も
数
が
少
な
い
の
で
、
あ

ま
り
影
響
は
出
な
い
と
思
い
ま
す
。

急
性
期
１
本
で
や
る
な
ら
ば
地
ケ

ア
は
い
ら
な
い
。
転
棟
割
合
60
％

の
縛
り
に
つ
い
て
は
入
院
料
全
体

が
10
％
下
が
る
の
で
影
響
は
あ
る

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
10
％
下

■
令
和
２
年
度
診
療
報
酬
改
定

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
印
象
を

持
っ
て
い
ま
す
か
。

工
藤　

私
は
「
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
攻
撃

改
定
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
入
院
料

（
重
箱
）
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は
前
回

改
定
ま
で
に
揃
い
ま
し
た
。 

今
回

は
新
し
い
入
院
料
が
創
設
さ
れ
ず
、

外
来
の
点
数
に
も
大
き
な
変
化
が

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
全
体
と

し
て
は
マ
イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
、
看

護
必
要
度
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の

要
件
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
か
ら
地
ケ
ア
へ
の
院

内
転
棟
扱
い
、リ
ハ
ビ
リ
実
績
指
数
、

医
療
区
分
３
の
中
心
静
脈
栄
養
な

ど
重
箱
の
隅
を
突
く

よ
う
な
ピ
ン
ポ
イ
ン

ト
の
改
定
で
し
た
。

　

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト

の
改
定
な
の
で
、

変
更
さ
れ
た
要
件

に
つ
い
て
全
く
関

係
が
な
い
病
院
も

あ
れ
ば
、
な
か
に
は
重
箱
の
材
質

や
重
箱
そ
の
も
の
を
変
え
ざ
る
を

得
な
い
病
院
も
出
て
き
ま
す
。
つ

ま
り
一
部
の
病
院
に
と
っ
て
は
メ

ジ
ャ
ー
チ
ェ
ン
ジ
な
の
が
ピ
ン
ポ

イ
ン
ト
と
呼
ぶ
所
以
で
す
。

■
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
主
要
改

定
項
目
と
重
点
施
策
に
つ
い
て
教

え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

工
藤　

４
０
０
床
以
上
の
病
院
は

院
内
転
棟
割
合
が
60
％
未
満
に
制

限
さ
れ
る
上
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
病

棟
の
新
規
開
設
が
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。
60
％
以
上
に
な
っ
た
ら

入
院
料
全
体
が
10
％
引
き
下
げ
ら

れ
ま
す
。
４
０
０
床
で
区
切
っ
て
き

た
こ
と
が
特
徴
の
ひ
と
つ
で
す
。
そ

れ
か
ら
入
退
院
調
整
室
の
設
置
が

求
め
ら
れ
、
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
は

Ａ
Ｄ
Ｌ
の
説
明
を
患
者
、
家
族
等
に

行
う
こ
と
が
要
件
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
・
医

療
管
理
料
1
と
３
、
の
施
設
基
準
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
決
し
て

高
い
ハ
ー
ド
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

要
件
の
項
目
は
増
え
ま
し
た
が
、
ク

リ
ア
2
項
目
以
上
は
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。私
か
ら
見
れ
ば
緩
和
で
す
。

■
厚
労
省
の
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

の
整
備
促
進
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

工
藤　

４
０
０
床
以
上
の
病
院
の

新
規
開
設
を
認
め
な
い
こ
と
に
な

り
ま
し
た
が
、
既
存
の
地
域
包
括
ケ

ア
病
棟
を
削
減
し
よ
う
と
い
う
改

定
内
容
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し

重
症
度
、医
療
・
看
護
必
要
度
の
見
直
し
で

急
性
期
の
連
携
先
と
し
て
重
要
性
増
す

令
和
２
年
度
診
療
報
酬
改
定
を
「
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
攻
撃
改
定
」
と
表
現
す
る
工
藤
高
氏
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
に
つ
い
て
、

４
０
０
床
以
上
の
病
院
に
係
る
見
直
し
が
行
わ
れ
た
も
の
の
、
全
体
と
し
て
改
定
内
容
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
な
い
と
見
て
い
る
。

株式会社MMオフィス　代表

工藤　高 氏
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Part 6
「超高齢社会において地域医療の中心軸となる
　地域包括ケア病棟の躍進と新たな経営を探る」

呼
吸
器
内
科
、
老
年
内
科
、
糖
尿

病
内
科
、
代
謝
内
科
、
内
分
泌
内

科
、
神
経
内
科
、
循
環
器
内
科
、

外
科
、
消
化
器
外
科
、
整
形
外
科
、

皮
膚
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
、
放
射
線
科
、
麻
酔
科
で
す
。

■
改
め
て
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
開

設
の
目
的
と
そ
の
経
緯
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

春
日
井　

改
築
前
は
一
般
病
床
13

対
１
で
運
営
し
て
い
た
の
で
す
が
、

周
辺
に
急
性
期
の
基
幹
病
院
が
多

か
っ
た
こ
と
や
、
平
均
在
院
日
数

な
ど
の
問
題
で
稼
働
率
が
低
下
し

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
れ

か
ら
亜
急
性
期
も
10
床
を
運
営
し

て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
地
域
包
括

ケ
ア
病
棟
に
転
換
し
て
３
つ
の
病

棟
に
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
を
開
設

し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
１
病
棟

で
な
い
と
開
設
で
き
な
い
こ
と
が

分
か
っ
た
の
で
、
地
域
包
括
ケ
ア

病
棟
の
１
病
棟（
42
床
）に
切
り
替

え
た
の
で
す
。

　

か
り
に
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
が

創
設
さ
れ
な
か
っ
た
ら
、
笠
寺
病

院
の
経
営
は
か
な
り
悪
化
し
て
、

破
綻
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
、
ワ
ン
フ
ロ
ア

で
新
設
し
た
と
き
に
は
、
近
く
の

病
院
の
事
務
長
さ
ん
た
ち
か
ら「
そ

ん
な
こ
と
し
て
大
丈
夫
？
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
療
養
病

床
（
43
床
）
13
対
１
の
一
般
病
床

（
43
床
）
を
10
対
１
に
転
換
し
ま
し

た
が
、
稼
働
が
悪
い
の
で
地
域
包

括
ケ
ア
病
棟
に
替
え
ま
し
た
。
看

護
師
に
意
見
を
聞
い
た
ら
「
一
般

病
床
で
は
い
く
ら
が
ん
ば
っ
て
も

収
益
が
上
が
ら
な
い
。
地
域
包
括

ケ
ア
病
棟
は
専
門
職
と
し
て
楽
し

く
働
け
る
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

■
平
成
30
年
度
診
療
報
酬
改
定
を

機
に
、
丸
ご
と
地
域
包
括
ケ
ア
病

院
に
転
換
さ
れ
ま
し
た
ね
。

春
日
井　

平
成
30
年
度
改
定
で

は
、
２
０
０
床
未
満
の
病
院
に

１
８
０
点
の
加
算
が
付
い
た
の
で

療
養
病
床
を
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

に
替
え
ま
し
た
が
、
こ
の
と
き
は

療
養
病
床
の
看
護
師
長
に
も
「
地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
ほ
う
が
楽
し

そ
う
だ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
各

病
棟
の
機
能
が
違
う
と
、
忙
し
さ

も
違
っ
て
不
公
平
感
が
出
て
き

て
、
病
棟
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る

の
が
難
し
い
の
で
す
。
そ
の
点
、

今
は
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
だ
け
な

の
で
、
こ
の
問
題
を
解
消
で
き
ま

し
た
。

　

理
論
上
は
、
急
性
期
が
あ
っ
て
、

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
が
あ
っ
て
、

療
養
病
床
が
あ
る
と
非
常
に
良
さ

そ
う
に
見
え
る
の
で
す
が
、
実
際

に
は
現
場
は
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
て
し

ま
う
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
同
じ

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
看
護
師
と

い
う
立
ち
位
置
に
な
る
と
、
皆
で

競
っ
て
稼
働
率
を
上
げ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
定
で
要
件
が
厳
し
く

な
っ
た
項
目
と
甘
く
な
っ
た
項
目

が
あ
り
ま
す
が
、
全
て
ク
リ
ア
で

き
そ
う
で
、
非
常
に
助
か
っ
て
い

ま
す
。

■
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
概
要
、

他
法
人
の
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
と

の
違
い
は
あ
り
ま
す
か
。

春
日
井　

今
ま
で
は
周
囲
の
基
幹

病
院
が
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
を
開

設
し
た
ら
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
と

心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

の
改
定
で
４
０
０
床
以
上
の
病
院

は
除
か
れ
ま
し
た
の
で
、
心
配
の

種
が
減
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ポ
ス

ト
ア
キ
ュ
ー
ト
に
頼
る
だ
け
で
な

く
、
サ
ブ
ア
キ
ュ
ー
ト
に
も
力
を

入
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
２
日
間

に
３
人
が
入
院
し
ま
し
た
が
、
近

く
の
特
定
機
能
病
院
の
救
急
外
か

ら
１
人
、
あ
と
の
２
人
は
在
宅

か
ら
で
す
が
、
こ
れ
は
サ
ブ
ア

キ
ュ
ー
ト
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん

で
き
た
成
果
で
す
。

平
均
在
宅
復
帰
率
は

過
去
６
カ
月
で
84
・
５
％

■
全
病
棟
を
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

に
転
換
し
た
当
初
、
稼
働
率
を
維

持
で
き
る
か
ど
う
か
、
不
安
は
な

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

約
80
床
で
稼
働
し
て
い
た

病
棟
を
１
２
０
床
で
稼
働
さ
せ
る

こ
と
は
可
能
な
の
か
と
い
う
問
題

に
直
面
し
た
わ
け
で
す
が
、
都
市

部
で
は
可
能
で
す
。
地
方
で
は
ひ

Ｖ
字
回
復
策
と
し
て

全
病
棟
を
地
ケ
ア
に
転
換

■
笠
寺
病
院
の
事
業
概
要
と
特
徴

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

春
日
井　

昭
和
21
年
に
20
床
で
開

院
し
、
昭
和
26
年
に
法
人
化
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
結
核
医
療
を
中

心
に
１
８
０
床
を
開
設
し
、
改
築

に
よ
っ
て
１
４
３
床
に
減
床
し
ま

し
た
が
、
改
築
資
金
の
返
済
な
ど

を
考
え
て
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
を

開
設
し
ま
し
た
。
開
設
以
降
、
毎

年
１
億
円
近
い
建
て
替
え
資
金
の

返
済
が
余
裕
を
持
っ
て
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
の
許
可

病
床
数
は
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

（
１
２
８
床
）
で
、
標
榜
科
目
は
、

内
科
、消
化
器
内
科
、内
視
鏡
内
科
、

日
本
最
大
の
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
１
２
８
床

周
囲
の
特
定
機
能
病
院
と
住
み
分
け
図
る

「
名
古
屋
の
医
療
圏
は
狭
い
土
俵
で
白
鵬
と
小
錦
が
戦
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、う
ち
は
炎
鵬
の
よ
う
な
存
在
」と
み
ず
か
ら
例
え
る

の
は
笠
寺
病
院
理
事
長
の
春
日
井
貴
雄
氏
。同
院
は“
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
専
門
病
院
”で
あ
る
。開
設
の
目
的
と
運
営
の
秘
訣
を
尋
ね
た
。
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Part 6

う
に
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

鈴
木　

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
に

と
っ
て
は
あ
ま
り
逆
風
に
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
が
、問
題
は
働
き

方
改
革
で
す
。当
院
の
よ
う
な
規
模

だ
と
非
常
勤
医
師
の
マ
ン
パ
ワ
ー

が
必
要
な
の
で
す
が
、当
直
に
対
し

て
大
学
側
が
ど
の
よ
う
な
縛
り
を

入
れ
る
の
か
が
気
が
か
り
で
す
。

　

し
か
し
次
の
改
定
で
高
齢
者
が

２
割
負
担
に
な
る
と
病
院
経
営
は

本
当
に
苦
し
く
な
る
の
で
し
ょ
う
。

長
期
に
わ
た
っ
て
２
割
負
担
で
は

入
院
で
き
な
い
か
ら
、必
要
な
と
き

だ
け
短
期
間
受
け
入
れ
て
、
あ
と

は
在
宅
医
療
で
対
応
す
る
方
針
で

す
。
こ
れ
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
／
編
集
部
）

85
単
位
で
し
た
。
地
域
包
括
ケ
ア

病
棟
を
つ
く
る
前
に
セ
ラ
ピ
ス
ト

は
３
人
し
か
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
は
20
人
い
ま
す
。
人
件
費

は
増
え
ま
し
た
が
、
病
棟
運
営
の

質
が
飛
躍
的
に
高
ま
り
ま
し
た
。

セ
ラ
ピ
ス
ト
に
聞
く
と「
療
養
病

床
で
単
位
を
取
る
た
め
に
リ
ハ
を

行
う
よ
り
も
、
在
宅
復
帰
で
き
そ

う
な
患
者
さ
ん
に
リ
ハ
を
行
っ
た

ほ
う
が
、
や
り
が
い
が
あ
る
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
、

病
棟
で
関
わ
っ
た
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
、

退
院
直
後
の
２
週
間
、
訪
問
リ
ハ

に
行
く
こ
と
で
す
。
今
回
の
改
定

で
要
件
化
さ
れ
た
内
容
は
楽
々
ク

リ
ア
で
き
そ
う
で
す
。
２
週
間
が

過
ぎ
た
ら
併
設
し
て
い
る
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
い

で
、介
護
保
険
で
対
応
し
て
い
ま

す
。ま
た
、最
近
気
づ
い
た
の
で

す
が
、ど
の
患
者
さ
ん
に
も
か
か

り
つ
け
医
が
い
る
の
で
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
連
絡
し
て
、早
く

迎
え
に
来
て
い
た
だ
い
て
、か
か

り
つ
け
医
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
在

宅
復
帰
を
早
め
ま
す
。

■
令
和
２
年
度
診
療
報
酬
改
定

に
つ
い
て
答
申
内
容
を
ど
の
よ

と
つ
の
病
院
が
い
ろ
い
ろ
な
機
能

を
持
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
都

市
部
で
大
規
模
な
基
幹
病
院
が
た

く
さ
ん
あ
る
地
区
で
は
、
当
院
の

よ
う
な
タ
イ
プ
は
生
き
残
れ
ま
す

し
、
か
つ
介
護
施
設
を
持
っ
て
い

な
い
ほ
う
が
有
利
で
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

■
紹
介
元
の
病
院
は
ど
の
よ
う
に

し
て
開
拓
し
た
の
で
す
か
。

鈴
木　

周
囲
の
高
機
能
病
院
の
救

急
外
来
は
高
齢
者
で
あ
ふ
れ
て
い

て
、
自
宅
よ
り
施
設
か
ら
送
ら
れ

て
き
た
患
者
さ
ん
が
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
笠
寺
病
院
で
お
預
か
り

す
れ
ば
在
宅
復
帰
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
想
定
し
て
連
携
を
始
め

た
ら
、
上
手
く
い
き
ま
し
た
。

　

法
人
内
で
運
営
し
て
い
る
老
健

施
設
な
ど
を
活
用
し
て
患
者
さ
ん

を
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
と
、
要
件

が
変
わ
っ
て
経
営
が
苦
し
く
な
っ

た
と
き
、
施
設
を
閉
鎖
し
て
患
者

さ
ん
が
行
き
場
を
失
っ
て
し
ま
う

と
い
う
問
題
が
発
生
し
ま
す
。
笠

寺
病
院
は
待
機
ナ
ー
ス
を
１
名
配

置
し
た
の
で
「
24
時
間
お
受
け
で

き
ま
す
」
と
い
う
案
内
に
加
え
て
、

「
う
ち
は
老
健
施
設
を
持
っ
て
い

ま
せ
ん
し
、
患
者
さ
ん
を
奪
う
と

い
う
こ
と
は
し
ま
せ
ん
」
と
申
し

上
げ
て
い
る
の
で
、
安
心
し
て
紹

介
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
周
囲
の
特
定
機
能
病
院

の
オ
ペ
室
が
満
杯
の
と
き
に
は
、

当
院
で
手
術
を
引
き
受
け
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
包
括
で

は
な
く
出
来
高
な
の
で
経
営
に
寄

与
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
こ
ち

ら
か
ら
提
案
し
た
の
で
は
な
く
、

先
方
か
ら
の
依
頼
を
受
け
る
形
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
協
会
の
調

査
に
よ
る
と
、
全
病
棟
が
地
域
包

括
ケ
ア
病
棟
の
病
院
と
し
て
は
、

笠
寺
病
院
は
日
本
最
大
規
模
で
、

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
見
た
他

の
病
院
か
ら
「
笠
寺
病
院
、
日
本

一
に
な
っ
と
る
よ
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
が
、「
そ
ん
な
こ
と
、
知
っ

た
こ
っ
ち
ゃ
な
い
わ
」
と
（
笑
）。

規
模
に
関
し
て
は
す
ぐ
に
追
い
抜

か
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
う
い
う
状
況
に
は
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。

■
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
収
支
状

況
は
い
か
が
で
す
か
。

鈴
木　

病
棟
は
３
階
、４
階
、
５

階
の
３
フ
ロ
ア
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。過
去
３
カ
月
の
自
宅
入
院

率
は
、３
階
が
57
・
３
％
、４
階
が

71
・
４
％
、
５
階
が
63
・
４
％
で
、

過
去
６
カ
月
の
在
宅
復
帰
率
は
、

３
階
が
82
・
７
％
、
４
階
が
87
・

６
％
、
５
階
が
83
・
９
％
で
し
た
。

平
均
84
・
５
％
で
す
。

　

通
常
、
在
宅
復
帰
率
70
％
の
確

保
は
そ
う
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
早
く
自
宅
に
帰
れ
る
患
者
さ

ん
に
入
院
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
、

70
％
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
は
難
し

い
の
で
す
。

　

大
病
院
で
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど

を
全
て
の
検
査
を
や
っ
て
い
た
だ

い
た
上
で
、
そ
の
ま
ま
当
院
に
入

院
す
る
と
在
宅
か
ら
入
院
す
る
こ

と
に
な
っ
て
、
非
常
に
利
益
率
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
２

週
間
の
入
院
に
対
し
て
３
０
０
点

の
加
算
も
付
き
ま
す
。

■
リ
ハ
ビ
リ
の
提
供
に
は
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
。

鈴
木　

過
去
３
カ
月
リ
ハ
ビ
リ
の

実
施
は
、
３
階
が
２
・
90
単
位
、

４
階
が
２
・
64
単
位
、５
階
が
２
・

Visionと戦略  2020.4 18


